
『
狭
衣
物
語
』
は
、
平
安
時
代
後
期
に
成
立
し

た
物
語
の
中
で
も
代
表
的
な
作
品
の
う
ち
の
一
つ

で
あ
る
。

本
書
は
、
編
者
三
名
を
含
む
一
一
名
の
執
筆
者

に
よ
っ
て
、
一
四
本
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
テ
ー
マ

で
の
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
内
容
を
概
観
す

る
た
め
に
、
副
題
を
省
略
し
て
題
目
を
掲
げ
て
み

る
と
、「
文
学
史
上
の
狭
衣
物
語
」「『
狭
衣
物
語
』

の
成
立
と
そ
の
作
者
」「『
狭
衣
物
語
』
の
異
文
と

改
変
」「『
狭
衣
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』」「『
狭

衣
物
語
』
と
六
条
斎
院
物
語
歌
合
」「
狭
衣
と
源

氏
宮
」「
狭
衣
と
女
二
宮
」「
狭
衣
と
飛
鳥
井
君
」

「『
狭
衣
物
語
』
の
人
脈
と
空
間
」「『
狭
衣
物
語
』

の
超
常
現
象
」「『
狭
衣
物
語
』
の
引
歌
・
歌
こ
と

ば
」「『
狭
衣
物
語
』
の
古
筆
切
」「『
狭
衣
物
語
』

の
注
釈
書
」「『
狭
衣
物
語
』
│
研
究
の
現
在
と
展

望
」
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
、『
狭
衣
物

語
』
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
設
定
さ
れ
て
お

り
、
様
々
な
面
か
ら
『
狭
衣
物
語
』
の
研
究
に
新

た
な
方
向
性
を
示
す
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
。

『
狭
衣
物
語
』
が
漢
詩
、
和
歌
、『
源
氏
物

語
』、
あ
る
い
は
史
実
的
な
要
素
を
踏
ま
え
て
極

め
て
技
巧
的
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
作
者
の
周

辺
や
時
代
的
背
景
な
ど
と
の
関
わ
り
、
多
種
多
様

な
本
文
の
写
本
が
多
く
残
存
し
、
諸
本
間
の
異
同

も
大
き
い
こ
と
、
女
君
単
体
の
人
物
論
に
と
ど
ま

ら
ず
、
狭
衣
や
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
子
と
の
関
係

性
か
ら
見
て
い
く
こ
と
の
有
効
性
な
ど
、
先
行
研

究
の
到
達
点
を
尊
重
し
た
上
で
、
少
し
視
点
を
変

え
て
み
る
と
、
さ
ら
な
る
課
題
が
浮
か
び
上
が
る

こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
和
歌
史
へ
の
影
響

や
、
古
筆
切
や
書
き
入
れ
本
の
存
在
な
ど
、『
狭

衣
物
語
』
が
ど
の
よ
う
に
読
め
る
か
だ
け
で
は
な

く
、
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
か
を
探
る
方
法
も
提

示
さ
れ
て
い
る
。
異
文
の
多
さ
な
ど
、『
狭
衣
物

語
』
な
ら
で
は
の
問
題
も
あ
る
も
の
の
、
各
論
考

に
お
け
る
課
題
の
見
出
し
方
に
つ
い
て
は
、『
狭

衣
物
語
』
を
専
門
と
せ
ず
と
も
参
考
に
な
る
。

全
体
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
と
い
う
の

が
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
意
識
さ
れ
て
お
り
、
末

尾
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
研
究
文
献
目
録
を
付
す

ほ
か
、
各
論
考
に
お
い
て
も
二
〇
〇
〇
年
以
降
の

文
献
が
主
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
執
筆
者
に
は
、
本
学
会
会
員
で
あ
り
、

二
〇
一
六
年
度
日
本
文
学
会
大
会
で
ご
講
演
く
だ

さ
っ
た
野
村
倫
子
先
生
や
、
本
学
教
授
で
あ
る
川

崎
佐
知
子
先
生
が
名
を
連
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

後
進
に
新
た
な
研
究
の
可
能
性
を
示
し
、
学
界
の

発
展
を
促
そ
う
と
す
る
強
い
意
志
を
感
じ
さ
せ
る

一
書
で
あ
る
。

（
知
の
遺
産
シ
リ
ー
ズ
６

武
蔵
野
書
院

二
六

九
頁

二
〇
一
九
年
二
月
刊

本
体
価
格

三
、

〇
〇
〇
円
）

（
い
け
だ
・
あ
や
ね

本
学
大
学
院
研
究
生
）
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世
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